
■令和８年度　組織目標

部局名 所属名 職・氏名 項目 目標
CO2
ネットゼ
ロ

業務見
直し

交通まちづ
くり部

-
部長　□　睦弘
次長　辻　光浩

県民に寄り添った、暮らしや社会の充実
に向けた交通まちづくりの推進

県民の暮らしに寄り添い、県民の幸せにつながることを常に意識し、交通・ま
ちづくりに一体的かつ重点的に取り組むことを目標とする。

（具体的施策）
〇「滋賀地域交通計画」で描く、移動手段の充実による『より良い暮らし』の
実現に向けて、タウンミーティングの実施や滋賀デスティネーションキャン
ペーンと連動した地域交通の利用促進を図る。

〇THEシガパークビジョンを策定し、都市公園・自然公園等の一体的な活用
を図り、その魅力を発信する。

〇管理不全空家の早期予防や住宅の耐震化率の向上等を図るとともに、安
全・快適な公共建築物の整備を進める。

●

交通まちづ
くり部

-
部長　□　睦弘
次長　辻　光浩

市町と連携した、広域的な交通まちづく
りの推進

（具体的施策）
〇自動運転バスの実証や路線バス・デマンド交通の充実・高度化モデル事
業、びわこ文化公園都市における横つなぎバス実証運行等を広域的な視点
も含め市町と連携・実施し、その成果を広く発信することで、地域交通の充実
に取り組む機運を醸成する。

〇市町域を越えた広域的な交通まちづくりに向けて、広域立地適正化方針
の策定を支援する。

●

様式１



部局名 所属名 職・氏名 項目 目標
CO2
ネットゼ
ロ

業務見
直し

交通まちづ
くり部

交通まちづくり政策課
管理監　駒井　宏紀
技監　北村　智顕
課長　岡田　裕行

暮らしを豊かにするまちづくり・地域交
通の充実に向けた取組

〇「拠点連携型都市構造」の実現に向けて、近江八幡八日市圏域および甲
賀圏域の都市計画区域マスタープランを変更する。

〇初年度となる「滋賀地域交通計画」に基づき、地域交通が充実した状態
を見える化し、各市町でのタウンミーティング等により対話を重ねることで、
地域交通の更なる充実へ取り組む機運を醸成する。

●

交通まちづ
くり部

交通まちづくり政策課
管理監　駒井　宏紀
課長　岡田　裕行
事業推進室長　福島　森

地域に適した地域交通ネットワークの
構築

〇各市町のまちづくりの方向性を踏まえ、路線バスやデマンド交通の充実・
高度化、自動運転バスの実証、びわこ文化公園都市・交通活性化プロジェク
ト等により、県民が実感できるよう、地域交通の充実と利便性の向上を図る。

●

交通まちづ
くり部

交通まちづくり政策課
管理監　駒井　宏紀
課長　岡田　裕行
鉄道ネットワーク室長　森原　広将

鉄道ネットワークの充実、利用促進
〇ＪＲ線の利便性確保・向上、近江鉄道線および信楽高原鐵道線の安全運
行の確保と利便性の向上のほか、滋賀ディスティネーションキャンペーンと連
動した県内鉄道の利用促進を図る。

●

交通まちづ
くり部

交通まちづくり政策課 課長　岡田　裕行 各種手続きの電子化・効率化の促進

部内の各種申請・登録等の手続きの電子化を促進し、業務の効率化を図
る。
・屋外広告業登録システムの再構築の検討
・公園に関する資料の電子化・一元化
・宅地建物取引業の電子申請、手数料納付の電子決済導入
・工事管理手続きの更なる電子化
・建築確認情報報告の電子化

● ●



部局名 所属名 職・氏名 項目 目標
CO2
ネットゼ
ロ

業務見
直し

交通まちづ
くり部

THEシガパーク推進課
技監　北村　智顕
課長　池野　泰弘

THEシガパークの取組推進

琵琶湖を中心とした滋賀県全体が一つの大きな公園となった「THEシガ
パーク」の実現に向けて、公園を所管する部局が集まり”THEシガパーク推
進課”が誕生しました。「THEシガパーク」の魅力をもっと知ってもらい、もっ
と楽しく、使いやすくなるように、ますますパワーアップさせていきます。

〇「人の暮らしと心、自然が健やかになる公園」を目指し、理念やイメージを
県民のみなさんと共有し、共創の取組へと深めていくための「THEシガパー
クビジョン」の策定を行います。

○公園と県民・企業等との共創の実現に向けて、びわこ文化公園のP-PFI
カフェリニューアルや、自然公園での管理運営における官民連携などの取組
を進めます。

○利用者の思い・期待に応える美しく・優しく・楽しい公園の実現に向けて、
湖岸緑地のトイレ整備や矢橋帰帆島公園の遊具更新などを推進します。

○公園に関する情報を集約し、ＳＮＳでの情報発信や(仮称)公園画像ギャラ　
リーサイトの立ち上げなど、県民・利用者にとって便利で魅力的な情報を届
ける取組を進めます。

交通まちづ
くり部

THEシガパーク推進課
技監　北村　智顕
課長　池野　泰弘

公園に関する情報管理のDX化
〇都市公園、自然公園およびその他公園のイベント情報など、広報の一元化

〇公園に関する業務資料を電子化し、各種会議のオンライン化を推進
● ●



部局名 所属名 職・氏名 項目 目標
CO2
ネットゼ
ロ

業務見
直し

交通まちづ
くり部

住宅課 課長　髙木　和彦
優良な住宅ストックの形成・空き家対策
の推進

〇高断熱・高気密、エコで快適に暮らせるZEH（ゼッチ※）の普及促進
　　しがＺＥＨ新築支援事業費補助金 申請件数 １７０件
　　※「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」の略

〇空き家バンクの登録促進等に係る市町への補助事業の実施
　　空き家バンクによる売買成約件数 160件

〇民間との連携協定の活用による空き家の除却促進
　　特定空家等の改善件数 100件（R5～R8の累計）

●

交通まちづ
くり部

住宅課 課長　髙木　和彦
県営住宅への入居促進および家賃収
納率の向上

〇入居要件や空住戸の修繕方法の見直しその他有効な手法の検討を行う
ことで、子育て世帯・若者世帯・単身等の入居促進を図る。　

〇家賃収納について、指定管理者と連携を図り、現年収納率98％
以上を目指す。

交通まちづ
くり部

住宅課 課長　髙木　和彦
宅地建物取引業にかかる電子申請の
推進

〇宅建業にかかる電子申請について、手数料の納付方法に電子決済（しが
ネット受付サービス）を新たに導入することにより、申請者の利便性向上を図
り電子申請の利用促進につなげる。
　（目標値）電子申請件数　１００件

●



部局名 所属名 職・氏名 項目 目標
CO2
ネットゼ
ロ

業務見
直し

交通まちづ
くり部

建築課 課長　宗像　幸夫
環境にやさしい施設運営の支援と営繕
工事の実施

○県民の皆様から愛される施設となるよう、CO2ネットゼロの視点で県
内各所の県有施設を点検し、環境にやさしい施設運営を支援します。
（目標値）１５施設以上で点検を実施

○営繕工事の設計時に、CO2排出量削減に資する仕様や機器を選定
し、環境にやさしい工事に取り組みます。

●

交通まちづ
くり部

建築課 課長　宗像　幸夫 工事監理の電子化と電子納品の推進

○工事情報システムを利用し、工事管理手続きを電子化し、業務の効率
化を図る。
（目標値）令和８年度工事　100％

○工事管理書類の電子化に取り組み、印刷物の低減と職員・工事受注
者双方の事務効率化を図る。

●



部局名 所属名 職・氏名 項目 目標
CO2
ネットゼ
ロ

業務見
直し

交通まちづ
くり部

建築開発課 課長　内海　晋一 住宅の耐震化率の向上

〇市町と連携し耐震化率の低い地域において、出前講座や耐震化セミナー
を開催するなど耐震化の必要性を普及啓発し、県民の安全・安心な暮らしを
実現する。また、普及啓発の効果として、補助金を活用した耐震改修の件数
を過去３年平均の3割増を目指す。

交通まちづ
くり部

建築開発課 課長　内海　晋一 盛土の安全対策の推進

〇経過観察が必要な６５９箇所の既存盛土を危険度に応じた頻度でパト
ロールすることにより、盛土に対する県民の安全・安心を確保していく。
経過観察が必要な既存盛土の内、特に注意を要する盛土（16箇所）につい
ては、チェックシートにより重点的に点検を実施する。

交通まちづ
くり部

建築開発課 課長　内海　晋一 建築計画概要書閲覧の迅速化
〇指定確認検査機関に建築確認情報報告の電子化を働きかけ、書面送付
やデータ入力等の事務の効率化を図り、県民や事業者がより迅速に建築計
画概要書を閲覧できるようにする。

● ●


